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新規受託項目のお知らせ 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申しあげます。 

さて、弊社では皆様のご要望にお応えし、また医療の進歩に寄与するべく絶えず検査領域の拡大に

努めておりますが、このたび、下記項目の検査受託を開始することになりました。 

取り急ぎご案内させていただきますので、ご了承のほど宜しくお願い申しあげます。 

敬具 

記 

 新規受託項目・開始期日  

 

● Ｌ－ＦＡＢＰ ( Ｌ型脂肪酸結合蛋白 )   ： 項目コード ５７９２ 

 

※ 平成２５年３月１日（金）受付分より新規受託開始 

 

L-FABP(L 型脂肪酸結合蛋白)は、腎臓の近位尿細管に存在する脂肪酸結合蛋白です。従来のマー

カーと異なり、組織障害が進行する前に尿細管の虚血や酸化ストレスによって尿中に排泄される為、

腎疾患の進行リスクや早期診断に有用と期待されます。 

 

● 受託要項 

項目  

ｺｰﾄﾞ 
検 査 項 目 

検体 

必要量 

容器 

保存方法
検査方法

基準値 

（単位） 

所要 

日数 

実施料 

判断料 
備考 

（ｸﾚｱﾁﾆﾝ換算値）

8．4 以下 ※1

※3 
5792  

L-FABP 

（L 型脂肪酸結合蛋白） 

尿 

1．5mL 

C-４ 

凍結 
ELISA 法

（μg/ｇCr）

4～12

日 

210 

尿・便 

※2 *4

※1 クレアチニン換算値（μｇ/ｇCr)及び濃度（ng/mL）をご報告いたします。 

※2 原則として 3 月に 1 回に限り算定する。ただし、医学的な必要からそれ以上算定する場合においては、その詳細

な理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。 

※3 酸性蓄尿は検査値に影響を及ぼす場合がありますので、避けてください。 

 

▼ 検査方法参考文献 

  Kamijo，A．et al．：Journal of Laboratory and Clinical Medicine．143(1)，23～30，2004． 
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